
 

＜報道発表資料＞ 
（大学同時） 

令和７年７月１８日 
京都市総合企画局 国際都市共創推進室 大学政策担当 

公益財団法人大学コンソーシアム京都 調査・広報事業部 
 

令和７年度「学生と地域をつなぐ学まちコラボ事業

（スタンダード枠）」認定式の開催 
〜大学・学生と地域が『コラボ』して実施する取組に支援金を交付し、応援します〜 

 
この度、大学・学生と地域が『コラボ』して京都のまちづくりや地域の活性化に取り組む

企画・事業に支援金を交付し、取組を支援する「学生と地域をつなぐ学まちコラボ事業（ス
タンダード枠）」について、支援事業の認定式を執り行います。 
 
【背景と目的】 

 平成 16 年度から、京都市と（公財）大学コンソーシアム京都との協働により、京都のま
ちの活性化に向けて、大学・学生と地域住民との連携・協働を更に広げるとともに、地域
に貢献しながら学生が学ぶ機会を創出すること、さらには地域での活動を通じ、学生の地
域への愛着を醸成し、卒業後の京都への定着につなげることを目的に、地域と連携した取
組を行う学生団体に対し、活動に要する経費を支援金として交付しています。 

 
【認定式概要】 

令和７年４月１日から５月３１日にかけて事業を募集し、30 団体から応募があり、選考
の結果、13 事業を支援事業として認定し、以下のとおり認定式を執り行います。 
○ 日時 

令和７年７月２６日（土）午後２時〜２時４５分 
○ 場所 
  キャンパスプラザ京都 ２階 ホール 
  （〒600-8216 京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町 939） 
○ 主な出席者 
 ➣ 認定事業の実施団体（学生、大学関係者等・13 団体） 
 ➣ 京都市長 
 ➣ 学生と地域をつなぐ学まちコラボ事業 企画・選考委員会委員（６名） 
 
○ 次第 

⑴ 開会 
⑵ 出席者の紹介  
⑶ 企画・選考委員会委員長挨拶 



 

⑷ 認定証の授与 
⑸ 市長挨拶 
⑹ 閉会 （※閉会後、記念写真の撮影を行います。） 

 
 ○ 認定事業(13 団体) 

別紙「認定事業一覧」を参照ください。 
 

○ これまでの流れと今後の予定 
  令和７年 ４月 １日 募集開始 
       ５月３１日 募集締切 

６月１２日 第１回企画・選考委員会（第１次審査（書類審査）） 
６月２９日 第２回企画・選考委員会（第２次審査（プレゼンテーション）） 

       ７月２６日 認定式 
令和８年 ３月下旬  成果報告会 

 
・【参考】令和 7 年 3 月 26 日付け報道発表 

令和 7 年度「学生と地域をつなぐ学まちコラボ事業」（スタンダード枠）の募集 
https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000338917.html 

 
＜お問合せ先＞ 
「学生と地域をつなぐ学まちコラボ事業」事務局 

公益財団法人大学コンソーシアム京都 学まちコラボ事業担当 
住所：京都市下京区西洞院通塩小路下る キャンパスプラザ京都 
電話：０７５−３５３−９１３０ FAX：０７５−３５３−９１０１ 
（日・月を除く午前９時〜午後５時 ） 

https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000338917.html


 
 

令和７年度 学生と地域をつなぐ学まちコラボ事業 スタンダード枠 認定事業一覧 

※申請順 

N0 事業名 
団体名 

【関連大学名】 

新規 
・ 

継続 

活 動 
行政区 

事業概要 

1 Smile
スマイル

↑ ↑
アップ

↑ 
Smile↑↑↑ 
【龍谷大学】 

新規 伏見区 

小学生たちの悩みに寄り添い、居場
所をつくるため、児童公園で駄菓子
イベントを月に１回開催し、子ども
たちとの交流を通して、保護者や学
校の先生には話せない悩みなどを受
け止める。 

2 

「食」を通じて
右京区内山間エ
リアの魅力発信
を行うプロジェ
クト 

京都パスタ専門店

YuPPenJoBs
ユッペンジ ョブズ

 

【京都大学】 

新規 右京区 

地域の魅力にふれ、その地域の食材
を用いて、地域の持続的な発展に少
しでも貢献するため、宕陰・水尾地域
において「食」をきっかけにしたイベ
ントや商品販売を通じ、地域の魅力
発信を行い、関係人口の増加や、都市
部に集中する観光客の分散を目指
す。 

3 

商店街での子
どもの居場所
支援プロジェ
クト 

立命館大学学生団体
FamiRy 
【立命館大学】 

継続 右京区 

地域と協力し、小学生を中心とした
子どもの見守り・居場所支援活動を
行う。月に一度龍安寺商店街で、子ど
もたちや保護者の方が気軽に参加出
来るイベントを開催。 

4 
コミュニティ
スペース GOEN
食堂 

GOEN
ゴ エ ン

食堂 

【大谷大学】 
新規 

北区 
上京区 

大谷大学半径 1 ㎞の地域の孤独を感
じる大人や、地域の子どもたちを対
象として、コミュニティ食堂を設置
し、カレーをみんなで食べ、毎回異な
るステージ発表を行う。 

5 
京北宇津ふれ
あい学びあい 

京北宇津宝さがし会 
【京都精華大学・京
都外国語大学】 

継続 右京区 

宇津地域の活性化を目指し、地域と
学生が協働で地域の将来を考える取
り組みやイベントを展開。地域の伝
承を元にした紙芝居創作や、大学の
知見を還元する「宇津大学」の開催な
どを通じ、地域住民と交流する。 

6 
日本のハリウ
ッドを再び 

サガビカンデ 23 
【嵯峨美術大学】 

新規 右京区 

太秦大映通り商店街を再び映画のま
ちとして盛り上げるため、商店街で
映画や撮影に関するイベントを定期
的に開催し、太秦地域で若いクリエ
イターが生まれるまちづくりを目指
す。さらに大映通り商店街を含む嵐
電の沿線の魅力向上を図るととも
に、観光分散化を図る。 

 
 

 別 紙  



 
 

NO 事業名 
団体名 

【関連大学名】 

新規 

・ 

継続 

活 動 

行政区 
事業概要 

7 
京北盆踊り継
承プロジェク
ト 

学生団体 K-Bond 
【京都大学・京都女
子大学】 

継続 右京区 

京北地域に伝わる盆踊り文化（丹波音
頭・弓削音頭など）の保存と継承を目
的とし、地域住民と連携し、若者の参
画による盆踊り体験会や地域行事へ
の参加、デジタルアーカイブの整備を
実施。地域の小学校との連携、他地域
との文化交流も展開し、地域の持続的
な活性化を図る。 

8 
KINUGASA 大作
戦！この街を
守る！  

学生防災サークル 
立命館 FAST 
【立命館大学】 

新規 北区 

京都・衣笠地域の特性を活かし、地形
と災害リスクの体感的理解を軸とし
た防災ワークショップを実施。地域住
民・大学生・留学生といった多様な背
景を持つ参加者が共に学び、交流する
場を創出し、多文化共生型の防災コミ
ュニティづくりを目指す。 

9 
一乗寺、音の
継承プロジェ
クト 

「街と人と音楽と」
ゼミ 
【京都精華大学】 

継続 左京区 

左京区一乗寺の地域活性化イベント
の企画・運営を通して地域住民と訪問
者の両方に一乗寺の魅力を発信する。 
一乗寺公園で実施された「一乗寺フェ
ス秋まつり」をはじめ、音あそびワー
クショップと地元に伝わる鉄扇踊り
の活動を行う。 

10 
シセイカンテ
ン 

宝蔵寺展覧会プロジ
ェクト 
【京都市立芸術大
学・京都芸術大学・
京都経済短期大学・
京都大学】 

新規 中京区 

宝蔵寺（中京区）に会場協力を頂き、
展覧会を企画・実施する。本企画では、
学生・来場者（市民、観光客）・お寺の
三者が相互的に「対話・学びの場」を
得ることを目的とし、月に 1 度、リサ
ーチワーク会を宝蔵寺や京都市立芸
術大学にて企画・実施する。 

11 

Kreis 地域食堂
～地産地消の
輪でつながる
ワークショッ
プ～ 

きぬがさ農園
のうえん

Kreis
クライス

 

【立命館大学】 
新規 

北区 
右京区 

世代間交流と夏季休暇中の子どもた
ちの居場所支援のため「地域食堂」を
開催し、きぬがさ農園で育てた夏野菜
を使ったカレーを地域の子どもたち
や年配の方々など幅広い世代と食べ、
食を通じて地域のつながりを築く。ま
た、イベント内で腐葉土への取り組み
や食と農業のつながりを学べるワー
クショップを行う。 

12 
フジバカマで
繋がる地域の
輪 

嵐電沿線フジバカマ
プロジェクト 学生
チーム 
【立命館大学】 

新規 
北区 
右京区 

大学生がフジバカマの生育環境改善
に取り組み、学びや実験、設備整備を
通じて運営の担い手として成長する
ことを目指す。事業を通じて、地域内
外の団体・企業・学校との連携を深め、
参加層を拡大しつつ、運営と参加者の
分断を解消し、持続可能な地域づくり
と地域活性化を実現する。 



 
 

 

NO 事業名 
団体名 

【関連大学名】 

新規 

・ 

継続 

活 動 

行政区 
事業概要 

13 子ども居場所

プログラム 

学習支援団体 

Apolon
ア ポ ロ ン

 

【立命館大学、京都

府立大学・京都工芸

繊維大学・大阪学院

大学・近畿大学】 

新規 中京区 

中高生を対象に地域で安心できる居

場所を提供し、大学生との関わりや子

ども同士の交流を通して、学校や家以

外で安心できる居場所があることを

子ども自身が実感することで、将来に

希望や目標を持ってもらい、子どもた

ちの関係性貧困の解消を目指す。 
 


